






<要約>新潟県農村部の 6 つの保育所の 5-6 歳児 147 名の運動量を万歩計により 1997 年の

冬(1 月)と初夏(6 月)に測定し,身体計測値や生活習慣との関連を検討した結果次の結論を

得た.(1)万歩計の歩数は保育所により有意差があり,要因として昼寝の時間や建物の大き

さが考えられた.(2)各個人の冬夏の万歩計の歩数間には有意な相関関係を認め,万歩計に

よる運動量評価には再現性があった．(3)室内運動の多い冬と屋外運動の多い初夏の万歩

計の歩数との間には有意差はなかった.(4)万歩計の歩数と肥満度などの身体計測値とは有

意な相関はなかった．(5)生活習慣についてのアンケート結果と万歩計歩数との関連では,

いくつかの項目で関連が認められた.すなわち普段の母親の運動の有無や,休日の昼寝の有

無,夕食の時刻などと万歩計の歩数との関連が認められた


